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内容の要旨 
 
 モバイルインターネット技術が進展する中，端末の移動を考慮した環境下で，ネットワークの

大容量化，高速化および厳しい通信要求品質に対応する必要性が高まっている．ユーザのトラヒ

ックは，確実性の要求されるデータや，即時性の要求される動画像のように，満たすべき要求品

質が異なる．確実性の要求されるデータの場合，上位層での再送処理を行うため，交換システム

における情報損失や遅延がスループットを劣化させる．また，上位層にて再送処理を行わないリ

アルタイムトラヒックの場合，ネットワークにおける情報損失がそのまま通信品質に影響するた

め，交換システムの高効率化だけでなく，端末の移動によるハンドオフ期間中の情報損失を低減

することは重要な研究課題である．  
本研究では，端末の移動性を考慮したマルチメディア通信ネットワークを実現するために，

ATM及びWDMを用いた交換システムとMobile IPを用いた網制御法を提案し，理論解析と計
算機シミュレーションにより，その有効性を示している．以下に具体的内容を示す． 
第 1章は序論であり，研究背景や目的について述べている． 
第2章は入出力バッファ型ATMスイッチにおいて低セル棄却率及び低システム遅延を達成可
能なスイッチ構成法について述べている．入出力バッファ型スイッチにおいては，複数のセルが

同一の出力ポートを目指す HOLブロッキングによりセル棄却率特性が劣化してしまう．本章で
は低セル棄却率及び低システム遅延を達成するために，二つの Speedup Factorを用いた入出力 
バッファ型 ATMスイッチを提案し，計算機シミュレーション及び理論解析結果より，提案スイ
ッチが遅延特性をほとんど劣化させずにセル棄却率特性を改善できることを示す． 
第 3 章ではマルチキャストトラヒックにおいて高スループット及び低システム遅延を達成可
能なWDMを用いた交換システムにおけるチャネル割り当てプロトコルについて述べている．目
的アドレスの重複が頻発するマルチキャストトラヒック環境下では，スループット及びシステム

遅延特性が劣化してしまう．本章では高スループット及び低システム遅延を達成するために，目

的アドレスの重複したユーザに対して優先制御を施すチャネル割り当て方式を提案し，計算機シ

ミュレーション及び理論解析結果より，提案方式がスループット及びシステム遅延特性を改善で

きることを示す． 
第 4章ではMobile IPにおいて低ハンドオフレイテンシを達成可能な網制御法について述べ
ている．端末が移動しながらインターネットにアクセスする環境下で再送処理の許容されないリ

アルタイムトラヒックを扱う場合，ハンドオフレイテンシ特性の劣化を防ぐことは重要な課題で

ある．本章では低ハンドオフレイテンシ特性を実現するために，移動端末の位置情報を用いた新

たな網制御法を提案し，計算機シミュレーション及び理論解析結果より，提案方式が有線及び無

線チャネルのオーバーヘッドの増加を抑えつつハンドオフレイテンシ特性を改善できることを

示す． 
第 5章は結論であり, 本研究で得られた結果を総括している． 

 
 


